コウショウ ブンゲイ ノ モジカ ト イブン : チュウゴク ウンナンショウ ケンセン ペーゾク ノ カヨウ セイリ オ レイ ニ by 富田 美智江
口承文芸の文字化と異文
21
1 ．はじめに
中国雲南省の少数民族白
ぺー
族は，55の少数民族の中でも，漢文化の影響を
強く受けている民族の一つとして知られている。そんな白族は独自の文字
を持たず，自民族言語を表記したいときには漢字を借用してきた。この
漢字を使って表記された白語―白
ペー
文の代表例の一つが，明の景泰元年
（1450年）立碑とされる石碑「聖元西山記」の裏面に刻まれた，「詞記山花，
詠蒼洱境」を題とする詞である。この詞―通称山花碑は 7 字・ 7 字・ 7
字・ 5 字の 4 句を 1 聯として数えると，全部で20聯ある（内容的には 8 句
でひとかたまりとなることが多いので， 8 句10聯とした方がよいかもしれ
ない）。作者は洪武十年（1377年）の生まれとされる白族詩人楊黼である。
山花碑のような7775形式は今日の白族民間歌謡にも見られ，山花体と呼ば
れている。
現代では，白文は語り芸の台本に使用されている。歌と，時に語りも混
ぜて物語などを三味線のような楽器に合わせて演唱する白族の語り芸―
論　説
口承文芸の文字化と異文
―中国雲南省剣川白族の歌謡整理を例に―
富　田　美智江
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白曲の台本は，基本的に白曲を演じる民間芸人が自分のために書き記した
ものである。つまりその台本が広く流通し人々に読まれることは想定され
ていないし，極論すれば書いた本人しか読みこなせないということもある。
なぜそのようなことが起こるのかといえば，白文には表記法の規範が明確
に定められていないからである。この音を表すのにどの漢字を使うか，こ
の単語を表すのにどの漢字を用いるか，決められた基準がないために各々
が好きな字を使って書き表すのである。そのため同じ音，同じ単語であっ
ても使われる漢字が人によって異なる場合が多々発生する。
このようにもともと個人用だったと思われる白曲台本だが，近年,中国語
訳だけではなく，白文もあわせて活字化されるようになってきた（ 1 ）。筆者
も白曲の訳注をいくつか手掛けている（ 2 ）。ところが，いくつか見ていくう
ちに，すべての白文が原文通りに活字化されているわけではないのではと
疑われる事例が出てきた。その疑問はかつて指摘したことがあるが（ 3 ），そ
のときはまだ整理者の作為を確定させるにはいたっていなかった。
そこで本稿では，表記方の確立されていない段階において歌など声の文
化の文字化を試みた場合どのような事態が起こりうるかについて，白曲の
一つ「月里桂花」を例に見てみたい。
2．大理と剣川の白文の特徴
大理地方の白曲である大本曲の一つ「梁山伯与祝英台」（以下「梁祝」
と略す）について，以前拙稿で取り上げたことがある（ 4 ）。そこでは，洱
海西岸の北腔の語り芸芸人趙丕鼎の台本と，その台本をもとに活字化さ
れたという二種のテキスト，あわせて三種のテキスト比較を行った。「梁
祝」は漢族から流入した物語・戯曲をもとにしており，漢語をそのまま借
用している部分も多い。
白文で使われる文字はおおよそ次の四種類に分類できる。
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①漢語借詞……意味・音ともに漢語にしたがう
②音読漢字……漢語の音で読むが，意味はとらない
③訓読漢字……漢字の意味にしたがって白語の音で読む
④自造字　……漢字にない字を創作する
漢語借詞は日本でいうところの音読み，音読漢字は音仮名，訓読漢字は
訓読み，自造字は国字に当たるといえよう。
もともと漢族由来の物語である「梁祝」の台本は漢語借詞の率が高い。
またそれだけでなく，かつて南詔・大理国の都がおかれた大理地方は，白
族の中でもとりわけ漢文化の影響が強く，それも漢語借詞や漢語借詞に近
い訓読漢字（白語の音と漢語の音が近い）の多さに関係していると思われ
る。
白語は，大理を中心とする南部方言，剣川を中心とする中部方言，それ
から碧江（ 5 ）を中心とする北部方言の三つの方言に大別される。本稿で扱
う「月里桂花」は，大理とは方言を異にする剣川地方の白曲である。また
大理地方の白曲は大本曲と呼ばれるのに対し，剣川地方の白曲は本子曲と
呼ばれ，曲調も異なる。
剣川地方の白文は大理地方のものに比べて音読漢字（音仮名）の比率が
格段に高い。それは，漢語の影響が強い大理と異なり，剣川では古い白語
が残っているためだという（ 6 ）。また，書き手によって表記法に差がある
とはいえ，大理地方では共通する用字法が多いのに対し，剣川地方の表記
法は大理地方よりも個人差が大きいように思われる。
3 ．剣川の本子曲「月里桂花」
『剣川県芸文志』には，活字化された「月里桂花」が白文だけでなく音
声記号・中国語訳とともに収録されている（ 7 ）。ただし全文ではなく，冒
頭の10首と末尾の 5 首のみの抄録である（以下芸文志本と称す）。芸文志
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本は，白族の民間芸人張明徳演唱の「月里桂花」を，剣川県文化館の張文
と陳瑞鴻の二人が整理翻訳したものである。
芸文志本の活字化に先立ち，張明徳の台本を陳瑞鴻が書き写した手書き
のテキストの影印が『中国西南文献叢書』に収録されている（以下叢書本
と称す）（ 8 ）。『中国西南文献叢書』は「月里桂花」について次のように解
説している。
「月里桂花」は清代にその原形が作られ，1950年代に，民間芸人が
大幅に改変して，新たな内容も加えた。具体的な作者はおらず，台本
は白文で書かれている。もとは雲南省剣川県東嶺郷板洞河村の白族で
著名な民間芸人張明徳が書いたものを，剣川県文化館の陳瑞鴻が書き
写して収蔵した。台本の大きさは27cm×19.5cmで，本文は28頁。
これは白族の民間芸人が歌う本子曲の台本である。春三月，白族の
娘李桂香が野良仕事をしているとき，親類を訪ねて村へやって来た若
者張月斎と出会う。二人は歌を掛けあい，歌の上手さを競い，恋に落
ちる。別れの時間が近づいても二人は離れがたく，月斎は桂香に，私
を思ってくれるのであれば手紙を書いてくれと頼むが，桂香は字を知
らないと言う。月斎の励ましで，桂香は勉強することを決意する。月
斎が帰るとき，桂香は彼に刺繍のハンカチを贈る。月斎は筆記用具を
贈り，昼は田畑に出て働き，夜は勉強するようにと願う（ 9 ）。
叢書本は全38首。男女対唱形式で，男パートから始まり，男女のパート
が交互に続き，女パートで終わる。 1 首の構成は7775（一部3775），7775
となっている。漢字は繁体字を主としているが，一部簡体字も見られる。
「月里桂花」は，初めて出会った男女が恋を育んでいく歌である。はじ
め女は男につれない返事を返していたが，第 9 ・10首で二人が互いに自分
の名前と住んでいる場所を明かす。名を告げることは相手の想いを受け入
れたことを表している。読み書きのできない女に男が勉強を勧めるという
部分は，おそらく1950年代に新たに付け加えられたものだろう。
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『中国西南文献叢書』は，陳瑞鴻の書いた叢書本の原本に当たる存在と
して，張明徳の台本（以下張明徳本と称す）があったとしている。張明
徳は1900年に生まれ，幼少時より白族歌謡に強い関心を持っていたという。
王恩兆を師として本子曲を習いはじめると頭角を現し，「鴻雁帯書」や「黄
氏女対金剛経」などの長編本子曲を次々と習得した。また，1949年以降，
200曲近くの本子曲を創作した。中国曲芸家協会や民間文芸家協会などの
会員となり，省や県の人民代表大会の代表に選ばれたこともある。1962年
には剣川県文化館に招かれ，本子曲を歌う職業芸人となった。亡くなった
のは1973年のことである（10）。
張明徳本が現存しているかは分からないが，2011年に筆者は張明徳の弟
子蘇貴が張明徳本から書き写したというテキストを入手した（以下蘇貴
本と称す）。蘇貴は，本子曲を書いた手帳を持っており，「月里桂花」の他
に，「某（賢？）妻勧夫戒烟曲」「吹烟曲」「趙連方僅黄氏女（72行）」「孤
子孤女曲」「鴻雁代（帯）書」「撃門調　剣川木匠史」の 6 曲が書かれていた。
また手帳の裏表紙には「我県農村文化先進三作者　蘇貴同志　剣川県文化
局　一九八三年十二月二十五日」のサインがある。
蘇貴は1939年生まれ，剣川県沙渓鎮東南村の人で，幼いころより民間芸
人に本子曲を習ったという。剣川県本子曲協会の副理事長を務め，2002年
には雲南省非物質文化遺産伝承人となっている（11）。張明徳に師事したの
は1964年のことだという（12）。2014年に訪ねたときには残念ながら亡くなっ
ていた。
蘇貴本は全42首。簡体字が使われており，テキストの終わりには「曲終
　336行」と書かれている。全てを 1 首 8 行として数えれば42首で336行と
なるが，実際は 5 首と22首だけは12行ずつあり，そのまま数えたわけでは
ないようだ。おそらく 5 首と22首も他と同じく 8 行とするのが正しい形と
思われるが，もともと張明徳本からしてそうなっていたのか，蘇貴が写す
ときに誤ったのかは不明である。さらに蘇貴本は叢書本より，第24・25・
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36・37首の 4 首が多い。
蘇貴本と芸文志本については以前にも紹介したことがあるが（13），本稿
ではその二種のテキストに叢書本を加え，改めてその差異の程度を見てい
きたい。
4 ．「月里桂花」テキスト三種の比較
本稿では「月里桂花」の冒頭10首について，蘇貴本・叢書本・芸文志本
の表記法の違いを見ていくこととする。テキスト 3 種の白文原文・音声記
号・中国語訳・日本語訳は末尾に【資料】としてあげた。
文字数は本によって多少の違いがあるが，芸文志本を基準とすると，10
首80句508文字となる。そのうち字が異なるのは，蘇貴本と叢書本で313
字（62%），蘇貴本と芸文志本で402字（79%），叢書本と芸文志本で251字
（49%）にものぼる。
この三種類のテキストはいずれも張明徳を元としている。蘇貴本と叢書
本は張明徳本を写したものであり，芸文志本は張明徳に歌ってもらい，そ
れを文字に書き起こしたものである。ただし，叢書本も芸文志本もどちら
も整理者は剣川県文化館の館長も務めた陳瑞鴻である。私は「演唱　張明
徳」とする芸文志本も，実際は張明徳本を元に活字化したのではないかと
疑っているが，たとえ本当に芸文志本が音声から書き起こしたものだとし
ても，文字化に当たって張明徳本をまったく参照していないとは考えにく
い。三つのテキストの中でもっとも一致率が高いのが叢書本と芸文志本で
あることも，当然の結果といえる。
とはいえ，叢書本と芸文志本でも異同率は約 5 割という多さである。蘇
貴本と芸文志本に至っては異同率は約 8 割，もはや別物ではないかと思う
ほどである。この大いなる差異はなぜ生じたのか，その答えは『剣川県芸
文志』の白曲解説文の中に示唆されていた。
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『剣川県芸文志』は白曲と白文について次のように述べている。
白族は厳格な意味での通用的な民族文字が作られなかった。そのた
め剣川などに伝わる白曲の手書き台本は漢字を使う白文の表記法をお
おむね採用しており，それは専門家たちが採集した白曲を活字化す
る際も同様であった。ところが漢語の声母・韻母・声調と，白語の声
母・韻母・声調には極めて大きな差異があるため，白文の表記法で
は白曲を正確に記録することはできない。加えて記録者たちも白語方
言の制約を受けるので，現存する白曲テキストの表音方法はかなり混
乱している。白曲でよく使われる白語単語は，訓読（漢字を白語で読
む）と音読（漢字の音を借りて白語を表す）の二種類が混在している。
例えば，「小さい」という単語は，「小・朽」「史・使・始」「舎・捨・
省・審・賽・社・什・色」などなど十数種類の表記法があり，分かり
にくく多くの混乱を招いている。これら表記法の混乱は曲ごとに存在
するだけでなく，同じ曲の中でも，同じ単語について複数の表記法が
見られることがある。このため本書では，白文表記法の統一を進めた。
現段階で各地の白文表記法に統一的なルールを定めるのは不可能だが，
表記法の共通認識と統一に向けた長い道のりの第一歩としたい（14）。
統一的な表記法のない白文は，同じ単語でも書き手によって様々な漢字
が用いられる。それは，白語には漢語にはない発音や声調があり，漢語音
の借用だけでは正確に表記しきれないこと，また白語も方言差があり，同
一単語でも地域によって読み方が違うことなどが原因である。しかしその
ままでは白文は書き手とせいぜいその周辺までしか流通せず，白文は白族
全体の民族文字となるには至らない。そのため『剣川県芸文志』の編者た
ちは統一的な白文表記法の確立を目指し，その一歩としてまずは当該書の
白文表記法の統一を図ったのである。つまり，彼らは白曲の活字化に当
たって彼らが独自に定めた表記法のルールに従い原文の漢字を書き換えた
可能性が非常に高い。叢書本と芸文志本の約 5 割という異同率は，整理者
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たちの意図的な改変の結果によるものなのではなかろうか。
『中国西南文献叢書』には，「月里桂花」と同じく張明徳の台本から陳
瑞鴻が書き写した本子曲「梁祝」テキストの影印も収録されている。『剣
川県芸文志』は「梁祝」を収録していないが，『剣川県芸文志』の翌年に
刊行された張文・陳瑞鴻主編の『石宝山歌会伝統白曲』には，「陳瑞鴻・
張文　整理翻訳，張明徳　演唱」として「梁祝」の白文・音声記号・中
国語訳が活字化されて収録されている。本子曲「梁祝」は大理の大本曲
「梁祝」よりもかなり短く，7775（一部3775）を 1 聯とすると全105聯2714
字である。そのうち両者で表記が異なったのは602字，割合にして22%と
なった。
「月里桂花」も「梁祝」も，活字化に当たって統一的な白文表記法の確
立を目指す整理者によって意図的な改変が行われた可能性が高い。しかし
「月里桂花」と「梁祝」では，どちらも少なくない異同が見られるとはいえ，
その割合は「月里桂花」の方がはるかに多い。これは両者が内包する漢語
借詞の多寡が，改変率の違いに影響したのではないだろうか。
先に述べた通り，「梁祝」は漢族から伝わった物語のため漢語借詞が多
い。漢語借詞は表記法のぶれが少ない。表記法の揺れ幅が大きいのは音読
漢字，つまり音仮名である。音仮名とは，意味は気にせず求める発音に近
い音を持つ漢字を当てるものである。音さえ合えばよいのだから，複数の
漢字が候補となり，そのうちのどれを選ぶかは個人の好みに左右される。
だから表記法を統一しようとすると，「梁祝」よりも音仮名率の高い「月
里桂花」の方が改変を必要とする文字が多くなってしまったのだろう。
蘇貴本と叢書本はどちらも張明徳本を写したものとされるが，それでも
異同率は 6 割を超える。両者の写した「張明徳本」が同一のものでない可
能性もあるが（15），両者ともに忠実に張明徳本を写したわけではない，と
いうのが一番の原因だろう（16）。白文は書き手によって表記法に差が出る。
蘇貴も陳瑞鴻も張明徳本を写す際，自分が読みやすいように自分の使い慣
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れた表記法に合わせて書き換えたものと思われる。
自身も本子曲の歌い手である蘇貴は，個人的なメモとして自分が歌いや
すい表記法で書き写したことだろう。だが，そんな蘇貴本よりも芸文志
本の方が実は音仮名率は高い。蘇貴本で音仮名と思われるものは357字で
全体の70%，それに対し芸文志本は405字で，音仮名率はなんと80%であ
る（17）。芸文志本は，蘇貴本や叢書本では訓読されている文字を，わざわ
ざ音仮名に変えているように思われる部分もある。剣川方言こそが古い白
語―つまり漢語の影響の少ない真の白語であるという自負が（18），漢語
をそのまま使うことを良しとせず，音仮名表記を優先させる整理方針へと
舵を切らせたのだろうか。叢書本の音仮名率は72%とむしろ蘇貴本の方に
近いことから，音仮名への傾倒は陳瑞鴻が叢書本を書いたよりも後に強
まっていったと思われる。
5 ．おわりに
白文は，漢字という漢語を表記するための文字を白語表記に利用したも
のである。しかしその利用は今日では白曲台本などに用途が限られ，書き
手である民間芸人の個人的な備忘録にすぎないという側面が強かった。統
一的な表記法の確立への推進力が弱かったのはそのためである。しかし白
族文化の発信が進むなか，白文で書かれた白曲などが活字化されることも
増えてきた。出版物として流通することにより，白文がこれまでとは比べ
ものにならぬほど多くの人の目に触れる可能性が高まったからこそ，これ
までのように表記法が混乱したままではいけない，と表記法の統一の必要
性を感じる人たちも出てくる。ただ，表記法の確立が優先された資料整理
は，原本に忠実な採録の阻害へとつながりかねないことが，本稿の剣川県
文化館の整理事業から見えてきたのではないだろうか。
もともと個人の備忘録として白文を用いてきた民間芸人らには，原本に
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は忠実に書き写そうという意識はないといっていい。原本になじみの薄い
漢字が使われていれば，自分が読みやすい字に書き換えるし，そのことに
抵抗はない。しかし，白文で書かれた白曲を実際にうたう立場にある民間
芸人だけでなく，地元の採集者たちも同じく容易に原本を書き換えてしま
うことがある。それも大幅な書き換えをおこなう場合があるということが，
本稿で明らかになった。なぜそのような事態がおきるのかというと，採集
者たちも民間芸人と同じく音や内容は重視しても，それが民間においてど
う文字化されるのか，という点には注意を払っていないからだろう。
表記法が未確立の白文の特徴を分析することで，古代中国や古代日本の
文字文化の初期段階を知る手掛かりとしたいと考える身としては，文化館
のような作為は正直残念な面もある。とはいえ，文化館のように表記法の
統一の必要性を感じながら資料を整理した人々は，古代においても存在し
ただろう。整理者の作為が表記法の変遷にどのように影響するのか，これ
もまた声の文化から文字の文化への移行過程を考える上で，小さくない問
題であることが剣川県文化館の例からより明らかになったといえよう。
注
（ 1 ）　一例として，楊政業『大本曲簡志』（雲南民族出版社，2003年），張錫禄・甲斐勝
二主編『中国白族白文文献釈読』（広西師範大学出版社，2011年），立石謙次・吉田章
人『大本曲『黄氏女対黄金経』の研究－雲南大理白族の白文の分析』（東京外国語大
学アジア・アフリカ言語文化研究所，2017年）などが挙げられる。
（ 2 ）　遠藤耕太郎編「東アジアにおける「声の伝承」と漢字の出会いについての研究―
中国雲南省ペー族文化と日本古代文学―」（共立女子大学・共立女子短期大学『総合
文化研究所紀要』第19号，2013年）。
（ 3 ）　富田美智江「漢代における詩歌の文字化の異文についての一試論」（『日本秦漢史
研究』第13号，2013年）p.93。
（ 4 ）　前掲注（ 3 ）富田論文。
（ 5 ）　碧江は怒江傈僳族自治州（大理白族自治州の西側）の中部に位置する。1986年に
碧江県は，北部は福貢県に，南部は瀘水県に組み込まれて消滅した。
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（ 6 ）　前掲注（ 2 ）論文p.174。
（ 7 ）　剣川県史志辨公室編『剣川県芸文志』（雲南民族出版社，2010年）pp.420-426。
（ 8 ）　甘粛五涼古籍整理研究中心≪中国西南文献叢書≫編集委員会編『中国西南文献叢
書』第五輯・西南少数民族文字文献第15巻（総150冊）（蘭州大学出版社，2003年）
pp.355-384。
（ 9 ）　前掲注（ 8 ）書p.356。
（10）　張文・陳瑞鴻主編『石宝山歌会伝統白曲』（雲南民族出版社，2011年）の「剣川
白曲知名芸人小伝」（p.204）を参照した。
（11）　前掲注（10）書p.205。
（12）　前掲注（ 2 ）論文p.176。
（13）　前掲注（ 2 ）論文pp.155-163。
（14）　前掲注（ 8 ）書p.276。
（15）　趙丕鼎が同じ「梁祝」のテキストを何度も書いたように（前掲注（ 3 ）富田論文
参照），張明徳本が複数存在した可能性は否定できない。
（16）　同様の指摘は，遠藤耕太郎「縛られる〈音〉／開かれる〈音〉―中国少数民族ペー
族の「本子曲」と歌掛け―」（『古代文学』第54号，2015年）もまた「梁祝」テキスト
の異同を例にあげて同様の指摘をしている。
（17）　前掲注（ 2 ）論文にも芸文志本の音仮名率を載せているが，再検討の結果音仮名
ではないと判断した字がいくつかあるため，本稿は前稿とは若干数値が異なる。
（18）　白曲テキストの整理者の一人である剣川県文化館の張文へのインタビュー（前掲
注（ 2 ）論文参照）からも，剣川こそが，という白族の中心地である大理への対抗意
識を強く感じた。
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【資料】「月里桂花」テキスト三種
・「月里桂花」の冒頭10首について，蘇貴本・叢書本・芸文志本それぞれ
の白文をあげた。
・音声記号，中国語訳は『剣川県芸文志』に，日本語訳は富田による。
・音読文字（音仮名）と思われる字は□で囲った。
1 ）男
1 蘇貴本 处　三　月　奴　共　便　明 三月布谷叫声声
春三月になるとカッコウが鳴き叢書本 處　三　旺　努　勾　便　埋
芸文志本 春　三　旺　努　构　比　埋
音声記号 Cvnl sanl ngua nox go bil maid
2 蘇貴本 党　很　等　花　　　开　白 田野豆花香喷喷
野原では花がプンプンと香る叢書本 擋　很　等　花　知　克　白
芸文志本 赕　赫　等　后　子　克　白
音声記号 Dant het det hol zix kel baip
3 蘇貴本 自　父　闻　得　花　保　香 蜜蜂闻到花香味
蜜蜂が花の香りを嗅ぎつけ叢書本 沾　蜂　初　得　花　榜　兄
芸文志本 沾　蜂　初　得　后　榜　兄
音声記号 Zainl fvnl cul de hol band xionl
4 蘇貴本 冬　冬　身　海　明。 不停叫嗡嗡。
トゥトゥと鳴き続ける。叢書本 冬　冬　生　害　買。
芸文志本 嘟　嘟　司　亥　埋。
音声記号 Dvl dvl sex hainl maid
5 蘇貴本 见　得　得　务　处　花　开 春花开放春意浓
春の花が咲いて春色が濃くなり叢書本 得　務　遇　合　處　花　開
芸文志本 得　务　遇　后　春　后　克
音声記号 Ded ngvl yui hol cvnl hol kel
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6 蘇貴本 见　得　女　弟　之　课　秧 薅秧妹子脸绯红
野良仕事をする女の子の顔も
真っ赤っか
叢書本 汗　皆　庸　梯　岩　枯　展
芸文志本 酣　见　英　梯　岩　枯　展
音声記号 Hanl geinp yvnx tix ngaid kul zaind
7 蘇貴本 者　眼　角　之　告　母　汉 斜着眼角偷一眼
横目でそっと盗み見る叢書本 九　温　角　知　告　打　汗
芸文志本 仅　温　角　子　戛　打　酣
音声記号 Jiet weinx gv zix ga dat hanl
8 蘇貴本 手　奴　们　利　岩。 醉情满心悱。
手の脈も止まる（ほど胸いっぱ
い）。
叢書本 手　努　脉　利　挨。
芸文志本 司　努　脉　利　岩。
音声記号 Sex nox mai lil ngaid
2 ）女
1 蘇貴本 处　时　处　阶　处　便　冲 春风吹来暖融融
春風が吹いてユウユウと暖かく
なり
叢書本 春　展　春　該　春　便　抽
芸文志本 春　展　春　该　春　比　抽
音声記号 Cvnl zaind cvnl gainx cvnl bil co
2 蘇貴本 真　父　出　党　关　花　土 蜜蜂采花兴冲冲
蜜蜂が花摘みでチュウチュウと
騒ぐ
叢書本 沾　蜂　采　花　觀　花　土
芸文志本 沾　蜂　采　后　观　后　途
音声記号 Zainl fvnl cait hol guainx hol tux
3 蘇貴本 真　父　产　花　银　开　干 采花人朝高处望
花摘む人は高所を仰ぎ見るが叢書本 沾　蜂　菜　花　温　汗　高
芸文志本 沾　蜂　采　后　温　酣　干
音声記号 Zainl fvnl cait hol weinx hanl ganl
4 蘇貴本 或　弟　花　奴　什　压　堵。 难见花真容。
花の姿は見えにくい。叢書本 　　　　花　努　四　押　度。
芸文志本 　　　　后　努　认　亚　朵。
音声記号 Hol nox sen yaf dux
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5 蘇貴本 小　细　鱼　之　须　其　处 鳞鱼戏水水浅浅
魚は浅瀬で水遊びをしているの
に
叢書本 色　青　務　知　須　淺　署
芸文志本 舍　青　务　曾　须　浅　处
音声記号 Seit qiainl ngvl zex xuix qinx cvt
6 蘇貴本 　　　　尽　岩　深　处　么 哥入深水自找烦
兄さんはわざわざ深いところに
行き
叢書本 恩　哥　惊　岩　深　署　摸
芸文志本 恩　勾　尽　岩　深　处　孟
音声記号 Ngel gox jienl ngaid sainl cvt mo
7 蘇貴本 呈　见　呈　大　冷　登　务 摸来捣去我面前
私の目の前を手探りでかき回す叢書本 貝　記　貝　担　安　得　務
芸文志本 贝　几　贝　担　俺　得　务
音声記号 Bei jil bei danp ngal ded ngvl
8 蘇貴本 卦　爱　阿　使　奴。 哥你冤不冤。
兄さんあなたに罪はない？叢書本 掛　艾　阿　然　努。
芸文志本 挂　牵　阿　闪　努。
音声記号 Gua qinl al saint nox
※蘇貴本の原文は第 3 ・ 4 句と第 5 ・ 6 句が入れ替わっている。そのため
第 4 句（蘇貴本では第 6 句）が 7 字に，第 6 句（蘇貴本では第 4 句）は
5 字になっている。
3 ）男
1 蘇貴本 青　须　之　河　大　大　给 江水清清往回流
澄んだ川の水はぐるぐる回る叢書本 青　须　知　共　旦　旦　革
芸文志本 千　须　子　弓　担　担　革
音声記号 Qiainl xuix zix gvnl danp danp ged
2 蘇貴本 尽　说　金　鱼　之　河　很 总想金鱼海中游
金魚は海にいるものと思われて
いるが
叢書本 管　説　金 　知　勾　很
芸文志本 管　刷　金　务　曾　苟　赫
音声記号 Guaind sua jinl ngvl zex god het
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3 蘇貴本 扣　乃　很　之　小　细　鱼 谁知金鱼在水沟
金魚は堀にいると誰が知ってい
るだろう
叢書本 扣　乃　很　知　色　青　務
芸文志本 弓　乃　赫　曾　舍　青　务
音声記号 Gvnl neid het zex seit qiainl ngvl
4 蘇貴本 计　飘　直　田　很。 躲到田里悠。
田んぼに悠々と隠れている。叢書本 跳　票　展　己　很。
芸文志本 没　票　展　己　赫。
音声記号 Mod pia zaind jit het
5 蘇貴本 衣　衣　光　光　干　冷　便 高卷衣裤不犹豫
ズボンを高く捲りあげて躊躇せ
ず
叢書本 衣　衣　光　光　高　勒　便
芸文志本 衣　衣　光　光　干　勒　便
音声記号 Yil yil guanl guanl ganl lex bil
6 蘇貴本 代　佣　斗　下　介　母　得 赶紧下田四处搜
素早く田のいたるところを捜し叢書本 代　用　朵　特　介　某　得
芸文志本 待　拥　堵　特　盖　某　得
音声記号 Dai yonx dvt tel gai mot ded
7 蘇貴本 小　细　鱼　奴　介　压　付 小小鱼儿捉回去
小さい魚を捉まえて戻り叢書本 色　青　務　努　介　要　苦
芸文志本 舍　青　务　努　盖　亚　苦
音声記号 Seit qiainl ngvl nox gai ya kvt
8 蘇貴本 养　彦　花　园　很。 花园里面收。
花園の中で飼いましょう。叢書本 飬　彦　花　園　很。
芸文志本 养　彦　花　园　赫。
音声記号 Yant yin hual yuinl het
4 ）女
1 蘇貴本 小　细　务　得　阶　冷　阶 鱼儿惊得四处游
魚は驚いてあちこち泳ぐ叢書本 色　青　務　得　皆　冷　皆
芸文志本 舍　青　务　得　该　勒　该
音声記号 Seit qiainl ngvl ded gainl lex gainl
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2 蘇貴本 扣　便　乃　也　告　又　观 沿着沟边游不休
水際に沿って休まず泳ぐ叢書本 口　便　口　主　告　香　觀
芸文志本 口　边　口　主　戛　相　观
音声記号 Kot binl kot zv ga xianl guainx
3 蘇貴本 冷　南　来　得　调　鱼　银 撒网人从那边来
網打つ人が向こうから来ると叢書本 見　得　來　得　偶　務　眼
芸文志本 见　得　额　得　偶　务　银
音声記号 Geinp de hhef de hhod ngvl yind
4 蘇貴本 心　空　是　得　是。 牵心又怕羞。
気になるし恥ずかしくもある。叢書本 心　口　社　得　社。
芸文志本 心　扣　赛　得　赛。
音声記号 Xinl kox sai de sai
5 蘇貴本 母　之　东　自　我　之　西 你从东来我西避
あなたが東から来れば私は西へ
避ける
叢書本 奴　知　東　自　我　標　西
芸文志本 侬　曾　冬　之　我　标　山
音声記号 Not zex dvnl zil ngot bia seinl
6 蘇貴本 母　日　东　自　我　坐　也 你在上边我下妞
あなたが上にいれば私は下を見
る
叢書本 奴　知　冬　自　我　標　哀
芸文志本 侬　曾　冬　之　我　标　尔
音声記号 Not zex donx zil ngot bia hhaix
7 蘇貴本 说　死　调　鱼　吗　之　奴 说给对面撒网人
向かいの網打つ人に言いましょ
う
叢書本 説　使　對　門　偶　務　眼
芸文志本 刷　使　对　门　偶　务　银
音声記号 Sua sit duip meid hhod ngvl yind
8 蘇貴本 吐　安　务　使　法。 难把我心留。
私の心をつかむのは難しいと。叢書本 吐　安　阿　冉　法。
芸文志本 妥　俺　阿　闪　法。
音声記号 Tul ngal al saint fai
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5 ）男
1 蘇貴本 平　来　平　来　须　服　很 说啥难把你心留
あなたの心をつかむのは難しい
と言うのなら
叢書本 千　咒　吐　楞　阿　冉　法
芸文志本 千　咒　妥　楞　阿　闪　法
音声記号 Qiainl zop tul nel al saint fai
2 蘇貴本 柏　心　破　大　共　彦　先 剖出心来漏一手
心臓を割いてお見せしましょう叢書本 皆　心　譜　胆　勾　彦　天
芸文志本 该　心　破　胆　苟　彦　下
音声記号 Gainl xinl pot danx gop yin xiai
3 蘇貴本 安　之　虎　仲　安　之　豹 哥非豺狼非虎豹
兄さんは狼でも虎でもありませ
ん
叢書本 安　知　虎　咒　安　知　豹
芸文志本 俺　曾　劳　咒　俺　曾　榜
音声記号 Ngal zex lod zop ngal zex banp
4 蘇貴本 安　吃　奴　乃　冶。 又没吃你肉。
あなたの肉を食べたりしません。叢書本 按　吃　奴　乃　烟。
芸文志本 俺　优　侬　乃　淹。
音声記号 Ngal ye not nail yainx
5 蘇貴本 介　先　冲　用　使　压　付 今天与哥回家头
今日は兄さんと帰りましょう叢書本 盖　天　大　恩　然　要　苦
芸文志本 更　下　达　恩　闪　亚　苦
音声記号 Geil xiai da ngel saint ya kvt
6 蘇貴本 安　好　东　之　须　之　间 我家水井好清幽
私の家の井戸水はとても清らか
です
叢書本 恩　好　冬　知　須　知　井
芸文志本 恩　吼　冬　曾　须　子　井
音声記号 Ngel hat dvnl zex xuix zix jiainx
7 蘇貴本 收　奴　更　居　糸　彦　使 让你冷水换温水
あなたの冷水を温水に取り換え
ましょう
叢書本 山　奴　革　須　僅　温　吼
芸文志本 山　侬　给　须　紧　温　吼
音声記号 Sainx not gel xuix jient weinl hot
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8 蘇貴本 过　好　奴　彦　先。 吃穿不用愁。
衣食の心配はいりません。叢書本 歡　樂　勾　彦　天。
芸文志本 欢　乐　苟　彦　下。
音声記号 Huainl lul gop yin xiai
※蘇貴本では本首が12句で構成されている。 4 句分多いだけでなく，句の
順番も剣川本とは一部異なっている。第 1 ・ 2 ・ 7 ・ 8 句は剣川本には
対応する句がなく，第 5 ・ 6 句は剣川本の第 1 ・ 2 句にあたると思われ
る。
蘇貴本第 5 首： 小细鱼得阶冷阶，见安土东手土也，安之虎仲安之豹，安
吃奴乃冶。平来平来须服很，柏心破大共彦先，个心个当
须服很，标杂初取也。介先冲用使压付，安好东之须之间，
收奴更居糸彦使，过好奴彦先。
6 ）女
1 蘇貴本 听　重　过　好　奴　彦　先 说啥吃穿不用愁
衣食の心配はいらないと言うけ
れど
叢書本 奴　咒　歡　樂　勾　彦　天
芸文志本 侬　咒　欢　乐　苟　彦　下
音声記号 Not zop huainl lul gop yin xiai
2 蘇貴本 收　安　心　空　是　得　是 你说此话羞不羞
そんなことを言って恥ずかしく
はないの
叢書本 欠　克　利　覺　得　手　法
芸文志本 千　克　利　觉　得　叟　法
音声記号 Qiainl kex lil jul de sot fai
3 蘇貴本 吗　之　奴　之　阿　南　后 小子你家住那里？
あんたの家はどこにあるの？叢書本 冒　子　奴　子　奥　那　努
芸文志本 吗　子　侬　曾　阿　嘛　努
音声記号 Mal zix not zex al ma nox
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4 蘇貴本 少　共　安　讲　点。 话语欠温柔。
言葉に優しさがない。叢書本 説　董　狂　少　皆。
芸文志本 刷　董　诳　学　皆。
音声記号 Sua dond kuanp xux jiai
5 蘇貴本 安　之　阿　使　奴　银　介 堂堂正正妹子身
わたしは正々堂々とした身の上
です
叢書本 我　知　阿　冉　努　眼　介
芸文志本 我　曾　阿　闪　努　银　该
音声記号 Ngot zex al saint nox yind gainl
6 蘇貴本 千　奴　多　告　安　斗　边 你去四粼问原由
近所の人に尋ねてみてごらんな
さい
叢書本 牵　奴　斗　告　安　董　問
芸文志本 千　侬　逗　戛　俺　董　便
音声記号 Qiainx not dol ga ngal dond biai
7 蘇貴本 白　之　我　骂　冷　奴　自 惹我发火把你骂
私を怒らせて罵られても叢書本 擺　知　我　罵　冷　努　自
芸文志本 摆　子　我　呃　楞　努　之
音声記号 Baid zix ngot e nel nox zil
8 蘇貴本 奴　来　说　我　怪。 怕你心内疚。
私のせいだと言いますか。叢書本 努　乃　説　我　怪。
芸文志本 侬　勒　刷　我　怪。
音声記号 Not lait sua ngot guai
7 ）男
1 蘇貴本 女　弟　之 小情妹
妹よ叢書本 女　梯　子
芸文志本 英　梯　子
音声記号 Yvnx tix zix
2 蘇貴本 阿　苗　说　仲　奴　自　骂 骂我你觉累不累
私を罵って疲れないかい叢書本 阿　妙　説　咒　奴　自　罵
芸文志本 阿　妙　刷　咒　侬　之　呃
音声記号 At mia sua zop not zil e
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3 蘇貴本 奴　初　打　我　告　改　利 就是几拳打过来
何発か殴られたとしても叢書本 奴　初　柱　我　告　拳　利
芸文志本 侬　初　柱　我　告　拳　利
音声記号 Not cux zv ngot gaf quinl lil
4 蘇貴本 冷　用　我　自　省。 哥倍感欣慰。
兄さんはその倍喜びを感じるよ。叢書本 冷　用　我　治　克。
芸文志本 楞　佣　我　之　克。
音声記号 Nel yonl ngot zil kex
5 蘇貴本 仲　细　来　到　干　如　尖 砍柴已到高山顶
芝を刈って高い山の頂に着いた叢書本 咒　細　岩　票　高　如　尖
芸文志本 咒　薪　岩　票　干　俗　尖
音声記号 Zo xinl ngaid pia ganl svnp jinl
6 蘇貴本 示　初　己　很　飘　兑　之 割草村后紧随妹
草を刈り村を後に妹にぴったり
着いていく
叢書本 狂　初　岩　票　按　吼　恩
芸文志本 赛　初　岩　票　俺　吼　婀
音声記号 Sai cux ngaid pia ngal hot hhex
7 蘇貴本 奴　自　骂　自　我　自　手 越骂越喜心越美
あなたが罵っても私は手を伸ば
す
叢書本 奴　自　罵　自　我　自　手
芸文志本 努　之　呃　之　我　之　叟
音声記号 Not zil e zil ngot zil sot
8 蘇貴本 恩　爱　杂　是　根。 再也不会退。
絶対に引き下がらない。叢書本 恩　艾　雑　是　根。
芸文志本 恩　艾　扎　似　根。
音声記号 Ngel ngai zaf sil genx
8 ）女
1 蘇貴本 间　细　收 牵心索
心をつなぐ縄よ叢書本 間　心　收
芸文志本 间　心　受
音声記号 Jiainl xinl so
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2 蘇貴本 冷　胆　空　之　铁　门　空 胆如土锅好快活
土鍋のような度胸でさぞ楽しい
でしょう
叢書本 冷　胆　口　知　土　們　口
芸文志本 楞　胆　扣　曾　途　门　扣
音声記号 Nel danx kox zex tux med kox
3 蘇貴本 白　之　银　介　阿　得　自 如被我家人看见
もし私の家の人に見つかったら叢書本 白　知　安　吼　見　得　自
芸文志本 摆　子　俺　吼　见　得　之
音声記号 Baid zix ngal hot geinp de zil
4 蘇貴本 千　真　代　派　吾。 把你皮子剥。
あなたの皮を剥ぐでしょう。叢書本 千　者　代　派　烏。
芸文志本 刺　展　代　派　乌。
音声記号 Qiai zaind deip pail wux
5 蘇貴本 产　花　自　佣　叫　花　名 采花要加花脾性
花を摘むには花の性質を考えね
ばなりません
叢書本 采　花　知　用　山　花　名
芸文志本 采　后　之　拥　升　后　名
音声記号 Cait hol zil yonx seinx hol miail
6 蘇貴本 牡　当　自　佣　叫　曲　秋 牡丹才能配芍药
牡丹にふさわしいのは芍薬です叢書本 报　刀　知　用　配　守　药
芸文志本 薄　丹　之　拥　配　守　优
音声記号 Bop danl zil yonx pei sop yo
7 蘇貴本 就　尽　冷　名　叫　阿　使 究竟你是何村人
結局あなたの名前はなんという
の
叢書本 究　竟　冷　名　叫　阿　冉
芸文志本 究　竟　楞　名　嗯　阿　闪
音声記号 Jio jien nel miail el al saint
8 蘇貴本 奴　之　阿　南　后。 是锣还是钵？
あなたはどこに住んでいるの？叢書本 奴　知　奥　毛　侯。
芸文志本 努　曾　阿　嘛　侯。
音声記号 Not zex al ma hox
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9 ）男
1 蘇貴本 小　女　弟 小情妹
妹よ叢書本 小　女　梯
芸文志本 舍　英　梯
音声記号 Seit yunx tix
2 蘇貴本 扬　阿　奴　梅　介　压　堆 我俩邻村正好配
私たちは隣村でぴったりの組み
合わせ
叢書本 工　梯　盖　怒　押　隔　堆
芸文志本 工　梯　盖　弄　押　盖　端
音声記号 Gonx tix gail nol yaf gai duinx
3 蘇貴本 扬　体　介　得　几　斗　乃 两村相隔半把里
二つの村の間にあるのはわずか
な距離
叢書本 盖　怒　隔　得　己　董　乃
芸文志本 盖　弄　盖　得　己　董　乃
音声記号 Gail nol gai de jit dond neid
4 蘇貴本 三　阿　利　方　便。 相邀气不费。
行き来するにも都合がよい。叢書本 三　安　頂　方　便。
芸文志本 商　安　顶　方　便。
音声記号 Sanl anx dient fanl bin
5 蘇貴本 安　火　南　之　自　父　双 村南棕树把园围
村の南にはシュロの園があり叢書本 安　吼　南　知　治　夫　雙
芸文志本 俺　吼　南　曾　之　夫　双
音声記号 Ngal hot nad zex zil fvl suanl
6 蘇貴本 安　北　流　下　长　给　须 村北水清鱼儿脆
村の北の水は清く魚は美味しい叢書本 安　吼　北　知　种　革　須
芸文志本 俺　吼　北　曾　种　革　须
音声記号 Ngal hot be zex zond ged xuix
7 蘇貴本 传　月　者　初　冷　用　我 哥名月斋张家子
兄さんの名は月斎，張家の者だ叢書本 張　月　斋　初　冷　用　我
芸文志本 张　月　斋　初　楞　佣　我
音声記号 Zanx yuif zaix cux nel yonl ngot
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8 蘇貴本 对　不　起　女　弟。 对不起情妹。
すみません，妹よ。叢書本 對　不　起　女　梯。
芸文志本 对　不　起　英　梯。
音声記号 Duib buf qit yvnx tix
10）女
1 蘇貴本 我　利　乃　告　冷　务　说 不好意思重开腔
私もあなたに言いましょう叢書本 我　利　乃　告　冷　務　説
芸文志本 我　利　勒　告　楞　务　刷
音声記号 Ngot lil lait ga nel ngvl sua
2 蘇貴本 恩　名　之　叫　李　贵　香 阿妹名叫李桂香
妹の名は李桂香叢書本 恩　名　知　叫　李　桂　香
芸文志本 恩　名　掺　嗯　李　桂　香
音声記号 Ngel miail cainl el lit guib xianx
3 蘇貴本 介　得　几　斗　自　阿　训 相邻不过田半拢
村は距離が近いだけでなく，叢書本 隔　得　己　董　自　阿　尋
芸文志本 盖　得　己　董　之　阿　寻
音声記号 Gai de jit dond zil at xuinp
4 蘇貴本 介　得　巴　子　巴。 坝子那一方。
土手を挟んで向かい側。叢書本 隔　得　垻　子　垻。
芸文志本 盖　得　坝　子　坝。
音声記号 Gai de ba zix ba
5 蘇貴本 安　火　南　之　秀　柏　登 家南有片松柏树
家の南には松や柏の木があり叢書本 我　吼　南　知　兄　柏　鄧
芸文志本 俺　吼　南　曾　兄　柏　登
音声記号 Ngal hot nad zex xionl bai denl
6 蘇貴本 安　后　柱　得　整　之　把 房后绿荫映霞光
部屋の後ろには木々が植えられ
ている
叢書本 吼　恩　种　得　整　知　把
芸文志本 吼　婀　种　得　整　子　邦
音声記号 Hot hhex zvnp de zet zix bax
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7 蘇貴本 安　门　务　之　石　干　乃 门前石缸如标识
門の前の石甕が目印叢書本 安　門　務　知　咒　缸　乃
芸文志本 俺　门　务　曾　咒　缸　乃
音声記号 Ngal meid ngvl zex zop ganl neid
8 蘇貴本 安　东　初　孟　大。 桑竹把家藏。
わたしの家はそこです。叢書本 好　東　初　悶　大。
芸文志本 吼　冬　初　闷　达。
音声記号 Hat dvnl cux mel da
表 1　「月里桂花」テキスト三種の異同率（冒頭10首）
蘇貴本―叢書本 蘇貴本―芸文志本 叢書本―芸文志本
異同字数（全508字） 313字 402字 251字
異同率 61% 79% 49%
※芸文志本を基準として異同字数を計算した。
表 2　「月里桂花」テキスト三種の音仮名率（冒頭10首）
蘇貴本 叢書本 芸文志本
音仮名数 357字 366字 405字
音仮名率 70% 72% 80%
※各本の総字数は，蘇貴本・叢書本は507字，芸文志本は508字。
※蘇貴本第 5 首は叢書本・芸文志本よりも 4 句26字多いが，その分は総字
数から除いた。
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図 1　蘇貴本 図 2 　叢書本（『中国西南文献叢書』）
